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豊臣機工株式会社



商     号　　：　豊臣機工株式会社

創     立　　：　1960年（昭和35年）

資 本 金　  ：　４８１百万円（2002年 4月現在）

従業員数   ：  991　人（2005年3月）

事業内容   ：　自動車用塑性加工部品の製造及びプレス金型の設計・製作

売 上  高　  ：　  33,920  百万円 （ 2004年度 ）

経常利益    ：　     1,830  百万円

　当社の事業内容は、従業員約1000名で、自動車ボデ－関係を主体とした号口部品のプレス・

組付け・塗装、旧型補給部品の外板（フェンダ－・ドア－・クォ－タ－etc）のプレス・組付け・塗装・梱包、

プレス金型の設計・製作、試作部品のZAS型プレス・板金など、多岐に渡って事業を展開しております。

　『環境』への取り組みは、地球温暖化・増大する廃棄物など

の環境問題が社会的な課題となっている昨今、当社自らの

生産活動に伴う資源やエネルギ－を節約することによって、

環境への負荷を軽減することが必要だと決意し、環境方針・

スロ－ガンなどを決め、第一次環境取り組みプランを掲げ、

全員参加による環境保全活動の継続的改善に取り組んで      豊臣機工株式会社  取締役社長

ごあいさつ

会社概要

営業状況



所 在 地　  愛知県安城市今本町東向山７番地 所 在 地   愛知県額田郡額田町
　　　　　　　　大字樫山字広表23番地

敷地面積　：　 183.800 　㎡ 敷地面積 ：   50.000 ㎡　
従業員数　：　  　   ８１６人 従業員数 ：　  　107 人

フ-ド 　　　　ドア－ クォ－タ－

　サスペンション 　　　　　ドア－

　　フェンダ－ 　　　　ラゲ－ジ

③
③

　
自動車用補給ﾊﾟｰﾂ
自動車用号口部品

自動車用金型設計・製作

その他

工場一覧

主な製品

本社工場 額田工場



当社では、『環境方針』を定め、並びに社内標語募集を行った『スロ－ガン』を掲げて、

環境保全活動の維持・継続的改善に取り組んでいます。

　　　　　　　＊2001年5月にISO14001国際規格の認証を取得いたしました。

１.　国、地方公共団体等の環境に関する法規及びその他の要求事項を遵守し、
　　　汚染の予防に努めます。

２.　生産活動により環境へ及ぼす影響を予測、評価して環境保全のための目的、
　　　目標を設定、達成するための活動を推進し、状況により目的、目標の見直し
　　　を実施します。

３.　限りある資源を大切にするために、全員参加による廃棄物低減、省エネルギ－
　　　活動及び省資源活動に取り組みます。

４.　地域社会との環境調和を図ると共に、環境方針の定期的な見直しを実施して
　　　継続的改善を行います。

５.　環境方針の実効をあげるため、計画的に教育・啓蒙活動を行い全従業員への
　　　周知徹底を図ります。

2000年 9月 　　取締役社長

④

環境方針

環境保全活動スローガン

環境方針

明日の地球を考える
　　　　　　　　　　　　　みんなが主役の環境活動



　　　　　　

ISO14001　国際規格の認証取得状況
当社は、1999年11月より、環境マネジメントシステム構築に取り組んできました。
　2001年 5月にISO14001国際規格の認証。
　2004年 3月に認証登録を更新。

　 　　　　（登録証）

2004年度　：　環境関連事故等は、発生していません
⑤

環境マネージメントシステム監査
（環境内部監査のしくみ）

環境保全責任者
（社長）

内部監査員

各部門

監査指示

監査実施

結果報告

環境推進委員会 省エネルギー委員
会

廃棄物低減委員会

公害防止委員会

推進体制

環境マネージメントシステムとISO14001への対応

環境関連事故など

・委員長
・委員9名で構成

・委員長
・委員8名で構成

・委員長
・委員11名で構成

・委員長
・副委員長
・各委員会委員長3名
・委員10名で構成



環境取り組みプランの制定は、環境に関する取り組みを全社的な体系化を図ることで、
着実に反映していくために制定しました。第二次環境取り組みプランは、
2004年度～2006年度までの環境対応を推進するためのものです。

⑥

環境マネージメント 環境保全取り組み

第二次環境取り組みプラン（2004年度～2006年度）

ISO14001国際規格の認証取得

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

環境方針設定

環境目的・目標設定

環境マネージメントプログラ
ム

環境方針周知徹底

環境保全活動実施

環境教育・訓練実施環境内部監査

経営層による見直し

是正処置

サーベイランス/更新審査　受審



下記の表は、2004年度末（2005年4月末）までの活動状況をまとめたものです。

環境目的・目標の設定 及び達成状況
省エネルギーの促進 ＣＯ２排出量を2006年度末までに2003年度比の5.0％減
による温暖化防止 環境目標：2004年度末までに2003年度比2.5％（286t）減

主な取り組み

・省エネパトロールによる

ムダな使用電気の低減
（蛍光灯・パソコン等）の
電源OFF徹底（全員参加）

廃棄物の低減　 環境目標：2006年度末までに2003年度比
主な取り組み 　埋立ごみ；現状維持（1,420Kg以下）
・廃棄物集積センター整備 　焼却ごみ；30％減（5,220kg以 　　　　
・各地区ゴミステーション設置 塗装スラッジ15％減（26.3ｔ以下）
・ごみの分別運用手順書

　整備

・分別徹底（全員参加）

⑦

環境マネージメント 環境保全取り組み

達成状況：2003年度比の3.2%（364ｔ）減を達成

CO２排出量低減
100%

97.5%

96.0%
95.0%

96.8%

92%

94%

96%

98%

100%

低減達成率目標値（％） 100% 97.5% 96.0% 95.0%

低減達成率（％） 96.8% 0% 0%

2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

埋立・焼却ごみ

464

406

143 142 142
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（ｋｇ）

5,800 5,220 4,640 4,060

焼却ごみ 実績値
（ｋｇ）

5,091

埋立ごみ 目標値
（ｋｇ）

1,433 1,420 1,420 1,420

埋立ごみ 実績値
（ｋｇ）

1,360

2003年度 2004年度 2005年度 2006年度

塗装スラッジ

27.7

26.3

24.9

23.523.7

21

22

23

24

25

26

27

28

29

（ｔ/月）

塗装スラッジ
目標値（ｔ）

27.7 26.3 24.9 23.5

塗装スラッジ
実績値（ｔ）

23.7

2003年
度

2004年
度

2005年
度

2006年
度

達成状況：2003年度比の
・埋　　　　　立；　4%減　（1,360kg/月）
・焼　　　　　却；13%減　（5,019Kｇ/月）
・塗装スラッジ；15％減　（23.7t/月）



環境目的・目標の設定　及び　達成状況

　　　　水質汚濁法
環境目標：2004年度 法・条例等の規制値未達成 0件

・排水処理施設 2003年度
　運用手順・記録類の整備

１．ＰＨ １．リン汚濁負荷量
・2004年度自主基準値項目 ２．ＢＯＤ ２．窒素汚濁負荷量
　監視、測定の強化と案の提示　 　（本社） ３．窒素

３．ＣＯＤ
４．リン
５．ＳＳ
６．大腸菌
（本社）

※環境に関する法的、及びその他の要求事項データは最終ページに記載

2004年度以降は
[補給金型廃却ﾘｻｲｸﾙの促進による資源枯渇防止]は生産管理部の定常活動として継続する 　

（参考）
年度達成状況　2000年～2004年

2000年度 2001年度 2002年度 2003年度 2004年度

金型再利用 目標（ｔ） 3,000 5,500 17,000 27,500 10,000
実績（ｔ） 3,217 10,397 19,490 35,035 10,040
達成率（％） 107 189 115 127 100

　評　価（達成○　未達×） ○ ○ ○ ○ ○

⑧

法条例値等
2004年度

環境マネージメント 環境保全取り組み

第一次環境取り組みプラン（2004～2006年度）及び2004年度活動実績

主な取り組み 達成状況：未達成件数　0件を達成

自
主
規
制
値
設
定
項
目



緊急事態発生可能性施設について、14施設を特定し、年間計画書に織り込んで
緊急事態対応訓練を実施しています。

緊急事態対応訓練実施風景

部署内の環境教育実施風景

工場周辺のゴミ拾い風景サマーフェステェバル風景



最小値 最大値 平均値

1回/年　

※ＮＤは検出限界以下を示します　※　-　表示は規制値なし
※記載のない以下の項目は全て検出限界以下
　　ＰＣＢ、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン、四塩化炭素、1･2-ジクロロエタン、
　　1･1-ジクロロエチレン、シスｰ1･2-ジクロロエチレン、1･1･1トリクロロエタン、1･1･2トリクロロエタン、
　　1･3ジクロロプロペン、チウラム、シマジン、チオペンカルブ、ベンゼン、セレン及びその化合物
※ＰＨ；水素イオン濃度　ＢＯＤ；生物化学的酸素要求量　ＳＳ；水中の懸濁物質濃度
※額田工場水質データについては次ページ記載

⑩

測
定
実
績

＜0.01

0.2
ｍｇ/ｌ以下

2
ｍｇ/ｌ以下

2
ｍｇ/ｌ以下

＜0.14

0.01

マンガン 10
ｍｇ/ｌ以下

5
ｍｇ/ｌ以下

銅 3.0
ｍｇ/ｌ以下

1.0
ｍｇ/ｌ以下

亜鉛 5
ｍｇ/ｌ以下

3.9

リン汚濁
負荷量

8.624
kg/日以下

1.1 2.5 1.8

2.1 6.2

0.5

大腸菌
群数

3,000
個/ｃｍ３以下

１,000
個/ｃｍ３以下

30.0 100.0 54

4
ｍｇ/ｌ以下

0.5 0.7

14.3

ＳＳ 200
ｍｇ/ｌ以下

30
ｍｇ/ｌ以下

20
ｍｇ/ｌ以下

1.0 3.0 1.8

12.3 15.7

7.0

ＢＯＤ 160
ｍｇ/ｌ以下

25
ｍｇ/ｌ以下

20
ｍｇ/ｌ以下

2.4 9.1 4.5

6.0～8.5 6.7 7.3

本
　
社
　
工
　
場

ＰＨ

酸又は
アルカリ
による
表面処理
施設
　
　
し尿
浄化槽

5.8～8.6

ＣＯＤ 20.94
ｋｇ/日

油分 5
ｍｇ/ｌ以下

窒素汚濁
負荷量

32.83
kg/日以下

0．8
　％以下

項　　目 設　　　備 法規制 県条例 安城市協定
実　績

本
社
工
場

0.14
ｍ３Ｎ／ｈ以

ガス
ボイラー

項　　目 設　　　備 法規制 県条例 安城市協定

0.30
ｇ/ｍ３Ｎ以下

0.20
ｇ/ｍ3Ｎ以下

燃料硫黄分
0%

実　績

ばいじん 0．0001
未満

ＳＯＸ
ＮＤ

環境データ　（2004年度）

大気（大気汚染防止法、県条例）

※ＮＤは検出限界以下を示します ※　　　　　　表示は規制値なし ※ＳＯＸ：硫黄酸化物

水質　本社工場　（水質汚濁防止法、県条例等）



※ＰＨ；水素イオン濃度　ＢＯＤ；生物化学的酸素要求量　ＳＳ；水中の懸濁物質濃度

・ニッケル（塗装前処理液）・ベンゼン（ガソリン）・亜鉛の水溶性化合物（塗装前処理液）
・マンガン及びその化合物（塗装前処理液）・ヒドラジン（塗料冷却装置）
・エチルベンゼン（ガソリン）・トルエン（ガソリン･シーラー・床用塗料）
・キシレン（ガソリン・灯油・ボージンコート）・フタル酸ｰ2-エチルヘキシン（シーラー）
・ピクリン酸（切断検査）

⑪

マンガン 2　ｍｇ/ｌ　以下 0.9

水温 30  ℃   以下 10.9

銅 0.2　ｍｇ/ｌ　以下 0.01

亜鉛 2　ｍｇ/ｌ　以下 0.01

窒素
含有量 60　ｍｇ/ｌ　以下 0.47

リン
含有量 8　ｍｇ/ｌ　以下 0.13

30以下

溶存
酸素量 7.5　ｍｇ/ｌ　以下 10

1.9

測

定

実

績

ＣＯＤ 20　ｍｇ/ｌ　以下 5.4

ＳＳ 20　ｍｇ/ｌ　以下 15

大腸菌
群数 300　個/ｃｍ３　以下

額田町協定 実　績

額
　
田
　
工
　
場

ＰＨ

特定施設なし

法及び県条例の規制対象外

5.8～7.5 7 1回/年

ＢＯＤ 20　ｍｇ/ｌ　以下

項　　目 設　備 法規制
県条例

（境川水域）

環境マネージメント 環境保全取り組み

環境データ　（2004年度）

水質　額田工場　（水質汚濁防止法、県条例等）

ＰＲＴＲ法対象物質
1999年7月に制定された

｢特定化学物質の環境への排出量の把握及び
管理の改善の促進に関する法律｣

2004年度 2004年6月にトルエン、キシレン、亜鉛、
マンガンの法規制値変更に伴う届け出済み
（5000ｋｇ/年以上が1000kｇ／以上に変更）
　　　　【法規制値変更：2003年】主なPRTR法対象物質使用量

0

2,000

4,000

6,000
（Kg）

法規制値 5,000 1,000 1,000 1,000 1,000

使用量 541 4,432 2,519 2,154 543

ニッケル トルエン キシレン 亜鉛 マンガン


